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The Role of Green Spaces in the City Image of Sapporo

Hirofumi UEDA  Christoph Rupprecht  

 
 

Abstract: Sapporo is considered one of the most attractive cities in Japan, a city image it partly owes to its rich greenspace. But 

we know little about how exactly greenspace contributes to a city’s image, because prior research has focused mostly on its 

quantitative aspects. Using a mail-back questionnaire (n = 130), this study examined the relationship between two types of 

greenspaces, those forming residents’ image of Sapporo and those residents frequently use. In addition to questions about 

residents’ used greenspaces we employed the Landscape Image Sketching Technique, asking respondents to draw a visual sketch 

of a ‘typical Sapporo landscape’. Visual sketch data were then analyzed for objects and line of sight distance, and compared with 

the greenspaces respondents used. Results showed that reported city image-forming greenspaces and used greenspaces largely 

overlapped, and their spatial positions were consistently related. Residents combine greenspaces they use in daily life with those 

they see to form their city image. In this image of Sapporo, parks and mountains create the main structure of the city and connect 

its center and periphery. These findings suggest an attractive city image is derived from symbolic scenery perceived by residents 

in their daily life. 

Keywords: Sapporo, city image, green space 
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市民アンケート（2012）では、札幌市民の多くは身近なみどりが

豊かであると感じており、都心部のみどりにおいてもその結果は

同様である11)。このことは、緑視率と緑量意識の関係を明らかに

した水上らの先行研究が示すように、みどりの視認性が高い、効

果的な景観形成が実現していることに由来している可能性がある。 
（２）調査方法 

 札幌市の中心部において、アンケート調査を実施した。対象地

域は、札幌市役所を中心とする、10キロメートル四方の範囲とし

た。そして、調査地域にかけた１kmメッシュの交点から400メー

トル以内に位置する住居20戸ずつをランダムに選択した（図—１）。

アンケートは各住居に直接配布し、返信封筒を用いて回収した。

その結果、最終的に 1910 部のアンケート用紙を配布し、156 部

の回答を得た。その中の有効回答、130 人分のデータを分析対象

とした 12)。 

（３）質問項目 

 アンケートは２部構成となっていて、都市イメージと実際に利

用するみどりについて尋ねる質問項目を設定した。都市イメージ

に関しては、その象徴的なシーンを、自分にとっての「札幌らし

い風景」として回答してもらうことで、具体的な場所やその中に

含まれるみどりを抽出した 13)。また、実際に利用する緑に関して

は、よく利用する場所 3 箇所を挙げてもらい、具体的な利用内容

や緑の構成要素を尋ねた。その際、「緑地」や「自然」ではなく、

「みどり」という言葉を用い、広く一般市民に認識されている緑

地や自然を抽出することとした 14)。また、都市イメージを構成す

るみどりよりも、実際に利用するみどりの方が多岐にわたると予

想されたため、アンケート用紙では、まず実際に利用するみどり

に関する質問を行い、その後に都市イメージに関する質問を配置

することにした。具体的な質問項目は、表−１の通りである。その

中で特に、都市イメージに関しては、スケッチ描画を用いる回答

欄を設け、回答者が都市イメージとして認識している象徴的なシ

ーンを視覚情報として把握できるようにした。 

 

３.結果 

（１）回答者属性 

回答者は、男性59名で女性66名（無回答５名）、年齢分布とし

ては、60代が36名（28％）で最も多かったが、各年代の幅広い回

答者を得た。職業に関しても、常勤職（43名、33％）を含む、多

様な属性の回答を得ることができた。回答者の住居タイプを見る

と、集合住宅が40%、戸建住宅が58％で、約半数ずつである15)。 

(２)都市イメージを構成するみどり 

130名分の有効回答から、20種類の都市イメージが抽出された。

その中で、スケッチによる回答は79含まれていた。 
１）都市イメージを形成する場所 

 都市イメージとして抽出された20種類の回答で、最も多い割合

を占めたのが「大通公園」の45％である（表—２）。回答者の5％
以上の回答があったものは、その他「藻岩山」「市街地」「北海

道大学」「円山地区」であり、市街地全域の回答を除けば、都市

の中心と周縁にある大規模な緑地や自然が豊かな場所に回答が集

中したといえる（図—３）。 

２）象徴的シーンのスケッチ 

 スケッチで回答された象徴的シーンの分類内訳をみると、都

市イメージを形成する場所の分類結果とほぼ同じ割合を示し、「時

計台」のみが新たに5％以上の回答頻度で現れた。スケッチとして

描かれていた象徴的なシーンに関しては、その視覚情報から判読

される対象と視線の方向の組み合わせを以下の５種類に分類して

分析した（図—２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

図−２ スケッチに描かれた対象と視線の組み合わせ例 

表−２ 象徴的シーンの場所とスケッチでの描写    表−３利用されるみどり

図−1 サンプリングプロット 

N=130 
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表−1 質問項目 
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【みどり・眺望】山への眺望景観を中心に、主対象が山であるも

のだけでなく、背景として山が描かれているものを含む。 

【人工物・眺望】市街地の俯瞰景観を中心に、テレビ塔や高層ビ

ルからのパノラマを含む。 

【みどり・囲繞】緑地空間が近・中距離として描かれたもの。 

【人工物・囲繞】アイストップとしての人工物に対する、ヴィス

タとしての街路樹や背景のみどりが描かれたもの。 

【地図表現】真上からの視点で、地図のように広域の平面図が描

かれたもの。 

 最も多く描かれた「大通公園」のスケッチは、緑地空間を囲繞

景観として描いたものだけでなく、テレビ塔をアイストップとす

るヴィスタであったり、山への眺望の前景であったり、逆に、タ

ワーや山からの俯瞰景としても描かれていた。このように、大通

公園を主対象とした様々な視線方向を持つ象徴的シーンが存在し

ており、そのことが、「大通公園」の回答の高頻度につながって

いることが明らかになった。一方で、「藻岩山」を望む眺望景観

や、「市街地」の俯瞰景観、「時計台」を主対象としたシーンは、

逆に象徴的なシーンの見方や構図がある程度ステレオタイプ化し

ていると見ることができる。ただし、「藻岩山」と「市街地」の

スケッチは視点と視対象が逆転した関係にあり、「大通公園」に

含まれる一部のスケッチも同様の関係がある。このことから、視

線を介して複数のみどりが関係づけられていることもスケッチの

データから明らかになったといえる。 

３）都市イメージのみどりの構成要素 

都市イメージのみどりの構成要素は、街路樹や芝生、花壇とい

った、一般名称が多く用いられ、特定の樹種名の記述は多くなか

った。これは、記述例として記載した、「芝生、街路樹、桜の木、

花壇など」という記述が影響している可能性がある。桜やポプラ、

銀杏並木、ライラックなど、季節変化を示す特徴的な花木、紅葉

する樹木を除いて、樹種名はあまり意識されていないことが確認

できた。 

(３) 実際に利用される都市のみどり 

１）利用場所 

 札幌市民に利用されるみどりとして、のべ324箇所の場所が抽出

された。その中で最も多くの回答を占めていたのは「大通公園」

で、41％の回答者にとってのよく利用するみどり３箇所以内の中

に含まれていた。その次に多いのが「円山公園」の25％で、「モエ

レ沼公園」の19％、「豊平川」の15％、「中島公園」12％が続く。

都市イメージを形成する場所の分布と重なるものも多いが、公園

緑地の回答が多く、身近な街区公園などに分散して回答された。 

 

２）利用方法 

 都市のみどりの最も多い利用は「散歩やウォーキング」で48％
を占めた。その次に多かったのは、「動植物の観察」の13％であっ

た。さらに、「食事やおしゃべり、休憩」といった利用が8％「子

供との遊び」が6％を占めた。 

３）みどりの構成要素 

 利用されるみどりの構成要素は、人によって様々に認知されて

いるが、「木や樹木」（23％）、「花」（7％）といった抽象的に把握

されたもの以外では、「芝生」（23％）や「桜」（10％）ライラック

（5％）が多く回答された。札幌市中心部では、都市イメージの骨

格となる公園緑地が、実際に利用するみどりとしても認識されて

いることが明らかになった。 

 

３.考察  

 都市イメージを構成するみどりと、実際に利用されるみどりと

の関係を考察し、さらに、象徴的なシーンに現れた緑の空間的特

徴について考察する。 

（１）都市イメージを構成するみどりと実際に利用されるみどり 

 都市イメージを形成する象徴的なシーンは、そのほとんどが普

段利用される大規模な緑地や自然環境が豊かな場所と結びついて

いることが分かった。実際に利用されるみどりは３つ以内での回

答であるため、１つずつの回答であった都市イメージよりも回答

の幅は広くなっているが、結果として、市街地の俯瞰景を除くす

べての象徴的シーンの場所と重なる結果となった。よく利用する

みどりとして、公園緑地が主に回答されているのは当然の結果で

あるが、逆に、都市イメージの回答のほとんどが、自然環境や公

園緑地によって占められていたことは興味深い。特に、「大通公園」

と「円山地区」の２箇所は、都市イメージとよく利用されるみど

りのクロス集計から分かるように（表—４）、都市イメージで回答

した人の過半数が実際に利用している様子が分かる。つまり、日

常的に利用される都心部のみどりが、都市イメージの形成に影響

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表−４ 都市イメージと利用されるみどりのクロス集計

図−３ 象徴的シーンの分布                 図−４ 利用されるみどりの分布 
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を与えていることが示唆されている。 

 以上の結果は、浅川らが北海道の都市を対象に行った先行研究

の結果とも概ね一致している。本研究では、都市を特徴づけてい

る場所として抽出された景観要素の大部分が、緑地的要素や自然

要素から構成されるとする先行研究の知見を裏付けるとともに、

人々に共通して利用または認知されているみどりの実態を明らか

にすることができた。 

（２）都市イメージの骨格としてのみどり 

 都市イメージにおけるみどりの位置づけは、人々の空間認知に

見られる、都市の形態的な特徴からも考察が可能である。Lynchの

都市イメージの理論では、都市の分かりやすさをひとつの指標と

し、そのイメージアビリティを高める都市イメージの骨格として

５つのエレメントが説明されている。都市イメージにおけるみど

りの構成おいても、象徴的シーンのスケッチで描かれたみどりの

構図的な特徴は、５つのエレメントと対応させることで考察が可

能である。例えば、札幌市の西側にある藻岩山は、単独のランド

マークとして、またはその連なりが市街地の背景であるエッジと

して認識されていることが【みどり・眺望】のスケッチから読み

取れる。円山地区一帯や北海道大学構内の自然環境は、【みどり・

囲繞】に表れる自然体験のディストリクトと見なされ、一方でポ

プラ並木や銀杏並木はパスとしての構造が【人工物・囲繞】とし

ての描かれ方に現れている。そして、都心の中心にして碁盤の目

状の区画の座標軸ともなる大通公園は、ノードとしての絶対的な

存在感を持ちあらゆる角度から認識されている。こうした、明快

な形態的特徴をもったみどりが、札幌の都市のイメージアビリテ

ィを高めることに貢献していると考えられる。 

（３）視線を介したみどりの関係性 

 象徴的なシーンの視線の向きに関しては、Uedaが指摘する、居

住区域から外側の自然にむけられる視線方向を、結果全体の傾向

として確認することはできなかった。このことが、日本のすべて

の都市に当てはまるとは言えないが、本研究においては、周囲の

山々や高台から市街地を見下ろす【人工物・眺望】が19％で、山

を望む【みどり・眺望】の14％を上回っていた。また、藻岩山と

大通を中心とする市街地の間には、視点と視対象が入れ替わった

双方向に交差する視線の関係を確認することができた。このこと

が、人々に共有される都市イメージを、ステレオタイプとしての

象徴的なシーンから多面的な視点で立体的に認識される空間イメ

ージへと高めていると考えられる。このように、視線を介したみ

どりの関係性が、都市イメージにも影響を与えている点が示唆さ

れた。このことは、緑被率や緑視率などに見られる物理的な緑量

とは異なる、都市イメージの向上に影響を与えるみどりの質的な

効果を示していると考えられる。 

 

４.おわりに 

 本調査では、全国で最も魅力的な都市のひとつとして知られる

札幌市を対象に、その都市イメージに含まれるみどりの空間的特

徴と、実際に利用されるみどりとの関係を、アンケート調査を用

いて明らかにした。札幌市のみどりに関しては、都市イメージを

形成する象徴的なシーンが、普段利用されるみどりによって構成

されていることが明らかになった。札幌市民は、自分の住む都市

のイメージの中に、日常的に目にしたり利用したりする緑地を組

み合わせていると言うことができる。このことは、都市イメージ

の骨格を構成する、中心と周縁にあたる大通公園と藻岩山系の関

係をはじめ、歴史的建造などのアイストップに対してヴィスタを

形成する街路樹、その他河川や大規模緑地などの線的面的なみど

りが効果的に配置されていることに由来していると考えられる。

その中でも特に、都市構造の東西軸を構成する藻岩山系から大通、

テレビ塔の間には、都市の中心と周縁を双方向的で多面的な視線

で繋ぐ関係性が存在しており、このことが都市のイメージをさら

に強固なものにしていると考えられる。 

 以上の本研究の知見から、都市において人々の利用されるみど

りが、効果的な配置と明確な形態を持って整備されることで、都

市イメージの骨格を構成し、都市の魅力向上に貢献できる点が示

唆された。都市の緑化計画は、平面計画のみで実施されるのでは

なく、実際の風景を通した視線で関係づけられることよって、人々

の認知レベルでの都市イメージと結びつくことが可能になると言

うことができるかもしれない。今後、さらに他の都市においても

調査を行い、比較分析を行っていきたい。 
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